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ABSTRACT

岡ノ谷情動情報プロジェクトと東京芸術大学の共同研
究を中心として発足した音楽情動研究チームでは，音楽
情動の理解を基にした応用研究を目的として，音楽情動
に関する研究について文献調査を行ってきた．音楽が
人間に与える影響の研究は 1930年代から始まった．こ
の頃，人間の活動は情報処理として見なされていた．そ
のため，音楽からの影響も認知過程として見なされ情報
処理として扱われ，音楽から影響する人間の機能的な研
究が多く行われていた．2000 年頃から人間における情
動過程の重要性が見直され，様々な分野で情動の研究が
活発となった．それに伴い，音楽から影響をうけて生じ
る情動の研究も活発となった．ここ１０年で音楽から
影響を受けて生じる音楽情動の研究は飛躍的に進んだ．
このような背景で行われてきた音楽情動研究は，研究分
野も多岐にわたり多くの興味深い知見を見いだしてい
る．本発表では，音楽からの影響で生じる反応をすべて
包含するために，音楽情動とは，音楽が与える人間の心
理的・生理的影響と定義する．本発表では文献調査の結
果を音楽情動研究の歴史，音楽情動理論，音楽情動の測
定法，音楽情動の心理的知見と脳を含む生理的知見の 5
つのカテゴリにまとめ，音楽情動研究を概観し，最新の
動向を解説する．

The musical emotion research team, which started as
a joint project between JST ERATO Okanoya Emotional

Information Project and Tokyo National University of
Fine Arts and Music, has been conducting literature
survey on music and emotion, with the goal of applying
such knowledge for music creation. Modern scientific
research of influences of music on human started as
early as in 1930s. At this time, cognitive activity of
human being was regarded as information processing;
the influences from music were assumed to be reac-
tions produced by information process, and researchers
investigated the psychological function when exposed
to music. Since 2000’s, emotional process started to
draw more serious attention, and research in emotions
became more active in various psychological fields,
resulting in a dramatic progress and findings in various
subdisciplines of musical emotion research in the last
decade. In this presentation, we regard musical emotion
as psychological and physiological influences of music,
so that we can include broad aspects in music emotion
research. We review current studies on musical emotions
from five perspectives; history of research in musical
emotion, theories of musical emotion, measurement
methods for musical emotion, psychological findings, and
physiological findings including the topic of brain and
musical emotions.
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1. はじめに

私たちの生活は音楽であふれている．一日の生活の中
で音楽を全く聴かないことはほとんどない．家の中では
音楽プレイヤーに好きな音楽をセットして聞き，家の外
では携帯音楽プレイヤーで好きな音楽を聴く．このよう
な自発的な聴取だけでなく間接的な聴取も多い．家の中
ではテレビやラジオをつければ必ず音楽が流れている．
家の外では町の中を歩くと近くの商店のスピーカーなど
から音楽が聴こえてくる．このように至る所に音楽は存
在する．なぜこのような音楽は私たちの生活に深く浸透
しているであろうか．
私たちは，その理由は音楽が私たちの心を動かすか
らだと考えている．音楽が人間の心の動きを引き起こ
すことは古代ギリシャ時代の学者たちも議論していた
[Budd, 1985]．アリストテレス (Aristotle)は著書「政治
学 (Politics)」の中で異なった音階，リズム，楽器は異
なった情動的な影響を与えると述べている．ある音階
の音楽は中庸な心を作り出す事ができため，このよう
な音楽を聴く事が民主的政治形態の維持を助けると考
え，教育に音楽を用いる事を主張した．このような試み
の結果はともかく，アリストテレスは音楽聴取が人間に
影響を与える事を知っており，それを有効利用しよう
としていた．同様に，私たちは現代社会においてこの音
楽の力を利用していると言える．DeNoraは，多くの人
が毎日の生活において自発的に音楽を利用して情動の
コントロールをしていることを実験的に確認している
[DeNora, 2001]．自発的聴取だけでなく，映画やテレビ
番組におけるサウンドトラックのような間接的聴取にも
多く利用されている．店内で BGMがかかっている理由
も，映画での音楽利用と同じように私たちの情動をコン
トロールすることが目的であろう．Pinkerは「心の仕組
み」の中で，音楽は進化の過程でできた副産物であって
生存に直接関わりはない，と述べている [Pinker, 1997]．
しかし，音楽を「聴覚のチーズケーキ」としており，音
楽が人間の快楽中枢を刺激するものであることという仮
説を立てた．
このようなことから，音楽の人間の心を動かす力，つ
まり音楽情動が音楽の普及の理由だと考えられが，どの
ようにして音楽が聴取者に影響を与えているのであろ
うか，そのメカニズムは未だに明らかにされていない．
しかし，これを問題を解明するために様々な分野で音楽
情動の研究が行われており，多くの知見が発表されてい
る．音楽が人間に与える影響の研究は 1900年代のはじ
めの頃から行われているが，最近 10年間は特に活発に
なってきており，これに伴いさまざまな知見が見いださ
れ，混沌とした状態になりつつある．
私たちは，長期的な目標は音楽が心を動かす力を利用

したアプリケーションツールの開発であるが，初期的な
検討として音楽が聴取者へ与える影響に関する研究の調
査を行ってきた．本稿では，音楽から聴取者に与える影
響を中心に音楽と情動における研究を系統的に分類し
概観する．そして，今後の音楽情動の研究をどのように
進めていくか考察する．音楽情動の定義については様々
な立場が有るが，私たちはまだ初期検討の段階であるの
で，幅広い視野で音楽情動で考えたい．そこで，音楽に
よる人間の心の動きへの影響には心理的な側面も生理的
そくめんも有ると思われるが，本稿ではこれらを統合し
て音楽情動と呼ぶ．
次の 2 章では，音楽と情動の研究分野の歴史を概観
する．音楽情動の研究の流れと，ここ 10年における特
筆すべき発展を中心に詳述する．3章では，数ある音楽
情動の理論およびモデルの中から，特に最近の音楽情動
の考え方に大きく影響を与えているを紹介したい．そ
こで，2000 年以前の理論を 5 つと，今後の音楽情動の
研究に影響を与えると考えられるごく最近のモデルを 3
つピックアップした．4章では，音楽情動を測定するた
めに用いられてきた手法を概観する．5 章と 6 章では，
最近発表された音楽と情動の知見とそれに関わる研究お
よび実験の概観をする．5章では心理的実験手法による
知見に注目し，6章では脳活動や生理活動に焦点を当て
た知見に注目する．最後に，まとめと今後の音楽情動の
研究の方向性について検討する．

2. 音楽と情動の研究の歴史

音楽情動における系統的な研究は Hevner が初めて
行った．これは楽曲の抜粋に言語ラベルを適合させる研
究である [Hevner, 1935]．しかし，その後しばらくこの
ような系統的な音楽情動の研究は発展していかなかっ
た．また，Seashoreは歌い手の情動表現の分析に，発話
における音声情動表現の研究を取り入れる手法を提案し
た [Seashore, 1947]．しかし，この研究は受け入れられ
ず実現しなかった．このように音楽情動の研究が発展し
なかった理由は，1940年代から 50年代の心理学は行動
主義が主流であったからである．行動主義とは人間の心
的状態に依らず機械的な行動のみで人間を説明すると
いう主張である．そのため，この時代は情動や他の心的
過程の研究は科学的実証性に乏しいとされていた．この
ような考え方は Darwinによる，感情表現は人間が動物
だったときの名残でしかなく既に機能的な価値は失われ
ているという考え [Darwin, 1872] からも影響を受けて
いる．
そのような時代であったが，現在でも重要視されてい
る音楽情動に関する 2 冊の本が 2 人の音楽学者によっ
て出版された．Meyerによる「Emotion and Meaning in
Music」[Meyer, 1956] と Cooke による「The Language
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of Music」[Cooke, 1959] である．その後は認知科学の
時代に突入する．認知科学とは，心理学や人工知能や
神経科学などを巻き込んだ複合的な領域の学問で，人
間の知的活動を情報処理として説明しようとする学問
だ．認知科学の影響により，音楽の研究において音楽聴
取 [Deutsch, 1999, Dowling and Harwood, 1986] および
演奏 [Gabrielsson, 1999, Palmer, 1997] など情報処理に
重きを置いた研究が多く行われ，情動についてについて
の研究は敬遠される状態が続いた．
このような背景のため，1960 年頃から脳のイメージ
ングの手法を用いた人間の知覚の研究，特に視覚に関
する研究が盛んに行われるようになった．この時代イ
メージング手法は定常的に刺激を呈示する必要であり，
視覚研究ならば被験者に長時間一定な対象を見せるこ
とが可能であったからだ．それに対して，聴覚に関する
研究はあまり活発ではなかった．対象となる音は時間
的に変化するものであり，被験者に知覚された音は次の
瞬間に消えてしまうからだ．音楽においてはこの時間
的変化が重要な要素の１つであるため，音楽の知覚の
測定は現在でも難しい問題である [Abbott, 2002]．1990
年代半ばに陽電子放射断層撮影法（PET）や機能的磁気
共鳴画像法 (fMRI)などのイメージング技術が進化する
事で，ようやく音楽聴取時の研究が行われるようになっ
た [Zatorre et al., 2002]．
この他にも音楽聴取時の情動に関する実験が発展しな
かった理由がいくつかある．まず１つ目として実験環
境の乖離の問題だ．一般的な測定は実験室で行なわれ
るが，実験室の環境は人工的で日常生活における音楽聴
取の環境とかけ離れている [Plutchik, 1994]．そのため，
日常生活での音楽情動と実験師で観察される音楽情動
が大きく異なる可能性がある．最近ではこの問題に立ち
向かった研究もある．それは，実験室の中ではなく日常
的な環境における音楽聴取を測定する ESMという手法
である．この手法については，測定法についての章で詳
述する．また，最近の生理測定の技術の発達に伴い，コ
ンサートでの指揮者，演奏者，聴取者の生理測定の報告
がされてた例もある [Dyer, 2006]．２つ目として，音楽
研究の対象が西洋音楽に偏向している問題である．近代
の西洋音楽の聴取文化においては聴衆が静かに真面目
な顔で恭しく音楽を聴く事が求められている．この文化
は西洋音楽に特有の事である [Frith, 1996, Cook, 1998]．
西洋文化の音楽聴取スタイルも実験室での聴取スタイル
と同様，特殊な音楽聴取の測定になってしまう可能性が
ある．Krumhanslは，クラシック音楽の聴取時の生理反
応と日常の情動を抑える生理反応がと類似しているとい
う皮肉な結果を報告している [Krumhansl, 1997]．
最近の傾向として，1990年代の半ばころからは情動の
研究自体が活性化してきた [Ekman and Davidson, 1994]．
それに伴い 2000 年頃から音楽情動の研究も活性化し，

ここ 10年間で音楽情動における多くの知見や手法が報
告されている．特に，音楽情動のモデルの変化は大き
い．2000 年以前のモデルは哲学者や音楽学者が考えた
ものであったが，2000 年以降のモデルは実験的で得ら
れた結果と過去の理論を融合して作られたものが多い．
次の章では音楽情動の理論とモデルについて概観する．

3. 音楽情動理論とモデル

音楽と情動の関係は様々な人々によって理論化やモデ
ル化が行われてきた．音楽刺激と人間の情動的反応の
関係を連合という．これらの理論やモデルを Thompson
は系統的にまとめている [Thompson, 2008]．2000年以
前の理論は実験による知見ではなく直感的なモデルであ
る，しかし，ユニークなモデルが多く最近の音楽情動研
究の基礎となっている．最近の音楽情動のモデルは，過
去の様々な理論や実験的な知見を包含している．ここで
は数多いモデルの中でも音楽情動の実験研究に大きく影
響を与えている５つの理論と，実験研究を基に作られた
３つ最近のモデルを簡単に概観する．

3.1. Cookeの理論：旋律的キュー (Melodic cue)

Cookeの理論 [Cooke, 1959]によれば，様々な旋律音
程とそれらが形成するパターンは各々，それに対応した
情動と連合している．つまり，音楽は情動的な言語のよ
うなものである．様々な自覚的感覚や情動を表現するこ
とができる．作曲家たちは表現したい情動のニュアンス
をこれらの連合を利用することで表現している．
以下に Cooke の提案した例をいくつか概観する．上
行長３度の旋律は喜び (joy) と意気揚々 (triumph) を示
唆する．上行の完全 5 度は喜びへの憧れ (longing for
pleasure)を示唆する．短６度の上行は苦悩 (anguish)を
示唆する．増４度の上行は敵意 (hostility) と破壊 (dis-
ruption) を示唆する．また，音階，上行か下行，音量
など依存して情動との連合が変化する旋律もある．
Cooke の理論は，実験で矛盾した結果が報告されて
いる [Gabriel, 1978]が，概して正しい事が確認されてい
る [Crowder, 1984, Kastner and Crowder, 1990]．

Cookeの理論において，旋律と単純な情動の連合は概
して適切であると言えるが，文化のよって異なる複雑
な連合については適応できない.

3.2. Kivyの理論：外形と慣例 (Contour and Conven-
tion)

次に Kivy の理論 [Kivy, 1980] を概観する．Kivy は
音楽で生じる情動の捉え方において「認知的」立場
(cognitivist)と，「情動的」立場 (emotivist)と区別をして
いる．認知的立場においては聴取者が音楽で表現された
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情動を知覚しているとする．一方，情動的立場において
は音楽が実際に聴取者の中で情動を引き起こしていると
する．Kivy 自身は認知的立場をとっており，情動的立
場を否定している．Kivy の考えは，様々な音楽的要因
（音程，テンポ，旋法，旋律パターンなど）が人間の情
動的振る舞いの特徴と似ていることで，音楽は情動を表
現する事ができるとするもので，聴取者は音楽が表現し
ている情動を認知していることになる．

Kivyは，音楽の情動表現を外形 (contour)と慣例 (con-
vention)の二つの要素から説明している．外形は，音楽
と情動の生得的なつながりを説明している．つまり，外
形とは音楽的外形と情動的外形の類似を表している．例
えば，ゆっくりとしたテンポは悲しい人の歩行の遅さと
類似している．そのため，ゆっくりとしたテンポは悲し
みを伝える事ができる．また慣例によって，音楽と情動
の不自然な連合は説明される．慣例とは音楽的特徴と情
動的特徴と結びつける慣習の事を意味している．例え
ば，変格終止は慣例により宗教儀式と結びついている．
そのため，変格終止によって宗教儀式の荘厳さを伝える
事ができる．
認知的立場と情動的立場の分類は現在の情動研究に大
きな影響を与えておりこれを確認するための研究が多く
なされている．Kivy が認知的立場を取っているが，現
在では認知的と情動的のそれぞれの立場をサポートする
実験結果が報告されている．Kivyの理論は Cookeの理
論と同じく特定の旋律が特定の情動を表現できる，とし
ている．そして，慣例という考え方によって Cooke の
理論で説明できなかった異文化間の連合の違いを説明す
る事ができる．

3.3. Langerの理論：感覚の形態 (Morphology of Feel-
ing)

Langer の理論 [Langer, 1957] を概観する．Langer の
理論は，音楽は情動を反映した「感覚の形態」を表現す
るものであるという考え方である．この考え方は音楽は
具体的な情動を表現していないので，個々の情動と音楽
の部分を連合させるための方法はもたない．音楽は象
徴 (symbol) として情動の動的パターンと連合する．情
動の動的パターンとは動きと停止，緊張と弛緩，協和と
不協和，満足感，興奮，急変などである．

Langer の理論では音楽情動は生得的かつ自覚的であ
る．音楽は文化的習慣による情動と連合しないため言語
的な意味を持たない．音楽は類似した情動の動的な形態
から意味を得ている．Langer の理論における音楽情動
は，Sternが述べている形や輪郭や強さや動きの特性と
関係する生気感情 (vitality affects) の概念 [Stern, 1985]
と類似している．

Langer の理論は音楽の形と情動の連合という点では

Cookeや Kivyの理論と類似している．しかし音楽がカ
テゴリー化された具体的な情動ではなく不定形な「感覚
の形態」を表現している点はユニークである．

3.4. Meyerの理論：具象的意味 (Embodied Meaning)

Meyerの理論 [Meyer, 1956]を概観する．刺激と反応
が連合すると意味が生じる．Meyer はその意味を指示
的 (designated) と具象的 (embodied) に区別している．
指示的意味は，２つの対象が連合したときその２つの対
象が異なっている場合である．例えば，言語と非言語対
象や事象と結びつくときが指示的意味である．具象的
意味は，２つの対象が同じものである場合である．例え
ば，ある音楽イベントによる他の音楽イベントの予想や
指示の結びつきが具象的意味である．音楽における意味
は具象的の場合が多い．音楽がイベントにより聴取者の
中で予測が生じて期待となる．この期待と一致しなかっ
たときに音楽的情動が誘発される．

Cooke や Kivy や Langer の理論は音楽が情動を作り
出すと説明していのに対して，Meyerの理論は音楽の時
間の流れによる期待が情動を作り出すと説明している点
がユニークである．期待は人間の自然な適応的振舞いで
あり，個人の性格や過去の経験に依存している．そのた
め，Meyerの理論では個人によって音楽情動が異なって
いる事を説明できる．

Meyer の理論を基にした期待による音楽情動の説明
は Narmour と Mandler も行っている [Mandler, 1984,
Narmour, 1990]．最近では Huron も期待による音楽情
動の説明をしている [Huron, 2006]

3.5. Berlyneの理論：適応的精神生物学的反応 (Adap-
tive Psychobiological Response)

Berlyneの理論は「覚醒」と「活性」という概念が中
核にある [Berlyne, 1971]．覚醒とは身体活動の神経系
のプロセスの高揚状態を示している．活性とは身体の覚
醒時の行動を示している．両方とも環境適応のための反
応だと考えられている．音楽は構造（旋律，シンタック
ス，和音など）の変化によって聴取者を覚醒させ活性化
する．この経過は統制，明瞭さ，曖昧さ，驚き，などの
記述的因子によって特徴づけられる．これは Meyer の
理論と考え方が似ている．さらに，Berlyneは，テンポ，
強さ，波形，音色，速度の変化によって聴取者のエネル
ギーが促進されると述べている．この促進が興奮，強
度，活性，行動，力を作り出す．そしてこの２つの特質
と情緒的美的反応の関係を逆 U 字関数 (図 1) としてい
る．横軸は構造の複雑さ（活性）を表し，縦軸に快の割
合（覚醒）を示している．この関数は，聴取者が複雑す
ぎても単純すぎても受けいれられず，ある一定の複雑性
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Figure 1. Berlyne’s inverted U function．X 軸は活性
としての複雑性 (complexity) または新規性 (novelty)．
Y 軸は覚醒としての快の値 (pleasure rating or hedonic
value)．

が最も受け入れられる事を表している．
Berlyneは，個人の知覚に関係する逆 U字関数の形状
は個人の経験によって形成されると述べている．つま
り，音楽構造は情動反応を生じさせる諸性質を持って
おり，聴取者がその性質に知覚する事で音楽情動が生
じる．

3.6. レンズモデル

Brunswik は，人間の判断に関する認知ステムを説明
するためにレンズモデルを提案した [Brunswik, 1956]．
このモデルは，環境が人間の認知活動に与える影響を環
境と行為者を分離する事なく記述形式でモデリングして
いる．環境が示唆している手掛かりから，人間が行う判
断の妥当性を測定する事が出来る．
このモデルを Juslin が演奏者と聴取者の間におけ
る音楽情動の伝達モデルとして適応した [Juslin, 1995,
Juslin, 1998, Juslin, 2000]．その後，Juslinは，作曲者と
演奏者の両方の情動伝達を伝えるモデルに拡張している
[Juslin and Lindström, 2003]．

Juslinが拡張した音楽情動のためのレンズモデルの概
念図を図 2に示す．作曲者および演奏者は，情動情報を
複数のキューを用いて音楽情報に符号化する．そして，
聴取者は音楽情報の複数のキューを複合化して情動情報
を得る．このとき利用されるキューは音楽的構造の事を
指し，例えば，演奏者だと，テンポ，音圧，音色，アー
ティキュレーションなど用いて符号化を行う．このモデ
ルは，複数の聴取者が同じ音楽から同じ情動を知覚する
事と，異なった情動を知覚するという，相対する二つの
事象を説明できる．複数のキューは同じ情動を表現しよ
うとするかもしれないし異なる情動を表現しようとする
かもしれない．このモデルは，ある１つのキューによる
情報がうまく伝わらなくても，他のキューが同じ情動を

Mode
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Figure 2. Lends Model．作曲者と演奏者の意図が複数
の音楽情報のキューを用いて聴取者に伝わる．

伝えようとしていればその情報の伝達が可能であること
を説明できる．また，複数のキューが異なった情動を伝
えようとしていれば，その曲の情動が個人によってばら
つくことも説明できる．
このモデルによる統計的分析により，線形回帰モデル
として適合させ説明する事ができる．そして，分析によ
り符号化と複合化の一致度が高ければ情報伝達の成功度
が高いとして計算する事ができる．また，同じ曲に対し
て異なったプロ演奏家がほとんど同じキューを用いる
傾向がある事から，このモデルが音楽情動モデルとして
の妥当性が高い事が分かる．音楽のためのレンズモデル
は，曖昧な音楽構造または演奏技術と情動の関係を定量
的に測定を可能にするツールとして利用が価値がある．

3.7. ITPRA理論

Huronは期待のメカニズムを音楽情動の強力なソース
として重要視している [Huron, 2006]．期待のメカニズ
ムについていくつかのレベルで調査を行い，音楽情動の
モデルを ITPRA理論としてまとめている．

ITPRA 理論の概念図を図 3 に示す．Huron は５つ
の種類の期待反応の定義をしている．５つの反応 (re-
sponse)は，想像 (imagination)，緊張 (tension)，予測 (pre-
diction)，反動 (reaction)，評価 (appraisal)であり，それ
ぞれの頭文字をとったものがこの理論の名前である．そ
れぞれの期待反応は音楽的事象に対する事前と事後の反
応システムとして分類できる．
まず事前反応について詳述する．想像 (imagination)
の反応は，未来の情動や行動を意識的に考えることで
生じる．緊張 (tension) の反応は，イベントに対して生
じる生理的準備として生じる． 次に事後反応の詳述を
する．予測 (prediction)の反応は，予測の正確さに対す
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Figure 3. ITPRA理論．時間の流れと各反応の関係図．

る評価として生じる．反動 (reaction)の反応は，自動的
かつ防衛的かつ活動的な体の行動として生じる．評価
(appraisal)の反応は，事後の意識的で思考的な評価とし
て生じる．

Huron は期待が音楽の情動のソースの１つにすぎな
い事に言及しているが，期待の枠組みの中の理論として
ITPRA 理論はよくできているといえる．複数の期待反
応により音楽における情動反応を多次元に説明できる．
様々な音楽情動の実験結果から音楽情動が１つのレベル
で説明する事ができないことがわかってきている．その
ため，このような複数の反応を定義しているモデルは音
楽情動をより正確に表している．

3.8. BRECVEM理論

音楽による情動はいくつかのメカニズムに
よって生じると考えられてきた [Berlyne, 1971,
Dowling and Harwood, 1986, Meyer, 1956]．Juslin と
Västfjäll はこれらの複数のメカニズムをすべて包
含するモデルを提案した [Juslin and Västfjäll, 2008,
Juslin et al., 2010]．このモデルでは，音楽における情動
が生成される過程で複数のメカニズムが同時に働くとし
ている．現在，提案されているモデルは７種類のメカニ
ズムで構成されている．それらは，脳幹反射 (Brain stem
reflex)，リズム同調 (Rhythmic entrainment)，評価的条
件付け (Evaluative conditioning)，伝染 (Contagion)，視
覚イメージ (Visual imagery)，エピソード記憶 (Episodic
memory)，音楽的期待 (Musical expectancy)のメカニズ
ムであり，それぞれの頭文字をとったものがこの理論の
名前である．
７つのメカニズムについて順に詳述する．(1) 脳幹
反射は，音の基本的な特徴に対する反応である．例え
ば，「うるさい」や「突然」という音に対する興奮であ
る [Joseph, 2000]．これは原始的な反射で，脳の中の脳
幹や視床や下丘で生じており，ほとんど意識的な自覚は
ない．これは身近な環境における重要な出来事に注目
するためにある反応であり，普遍的で生得的なメカニズ
ムだと考えられている [Balkwill and Thompson, 1999]．

脳幹反射によって誘発される情動は覚醒や快／不快で
ある．

(2)リズム同調は脈や心拍の身体的活動における運動
協調の誘導として生じる [Clayton et al., 2005]．これも
生得的，普遍的なメカニズムと考えられ，脈や心拍が同
期しやすい振動に対して生じる．そのため，運動と関係
する脳部位（小脳や運動中枢）で生じると考えられてい
る．リズム同調では覚醒や共有による自覚的な快の情動
が引き起こされる．

(3) 評価的条件付けは，音楽とコンテクストの
繰り返しによる連合が古典的条件づけプロセス
[Martin et al., 1984] として生じる．このメカニズムも
生得的なものであるが，条件付けされるコンテクストと
音楽は文化に依存する．脳部位は古典的条件付けで機
能する扁桃体の外側核や小脳の中位核が働くと考えら
れている． 評価的条件付けメカニズムでは基本情動が
生じると考えられる．

(4) 伝染は，情動が情動を引き起こす現象である．そ
のため，運動前野のミラーニューロンや右前頭回や
大脳基底核で生じていると考えられている．Koelsch
による fMRI を用いた研究では，音楽聴取中に歌っ
ているときに働く脳部位の活性化が確認されており
[Koelsch et al., 2006]，対象の活動で働く脳部位が活性
化すると考えられる．このメカニズムはグループの団結
や社会的相互作用を高めるための能力だと考えられてお
り，1歳頃から用いていると言われている．

(5)視覚イメージは，音楽聴取で引き起こされる視覚イ
メージことを表している．これは音楽とイメージスキー
マのマッピングで生じる [Lakoff and Johnson, 1980]．
想起されたイメージによって情動が引き起こされる
ため生じる情動はイメージに依存する．活動する脳部位
は，視覚イメージを引き起こすため左の側頭部から後頭
部と，空間的領域のために後頭皮質や視覚連合野である
と考えられる．この能力は就学前の年頃に身に付く．

(6) エピソード記憶は，聴取者の生活の事象やエピ
ソードと音楽の連合である [Baumgartner, 1992]．活動
する脳部位は，記憶と関係する側頭葉内側の海馬や，検
索のために働く前頭前皮質と考えられる．この能力は３
歳から４歳ごろに身に付く．エピソード記憶による音楽
情動は，個人の過去の記憶と結びついているため個人的
な郷愁の情動が引き起こされる．さらにエピソードに依
存するため，様々な情動が引き起こされる．

(7) 音楽的期待は音楽的シンタックスによる
誘 導 で 生 じ る ．こ れ は Meyer[Meyer, 1956] や
Huron[Huron, 2006] の注目した期待反応のメカニ
ズムと同一の音楽情動である．この能力は 5 歳から 11
歳ころに身に付き，生まれ育った文化の音楽に大きく依
存する．活動する脳部位はシルビウス溝周辺の皮質や
ブローカー野や前帯状皮質の背側部で生じていると考
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えられている．
７つのメカニズムは，冗長であったり不足していたり
してすべての音楽情動を説明できていないかもしれな
い．しかし，今後新たな知見が見いだされたときはその
知見によるメカニズムを追加する事でその音楽情動の説
明を可能にする．メカニズムが説明する音楽情動が同一
のものであることが分かった場合でも，メカニズムを統
合する事が可能だ．人間の音楽情動を説明するにあたっ
て，BRECVEMモデルは非常に頑健である．

3.9. 理論のまとめ

概観した理論を比較して特徴ごとに整理を試みよう．
１つ目は音楽と明らかな情動の連合について分類を行
う．Cooke と Kivy の理論は，音楽によって明らかな
情動が生じると述べている．それに対して Langer と
Meyer と Berlyne の理論は，音楽が具体的な情動を表
していないと述べている．音楽が明らかな情動を表現
しているという考え方は，音楽情動のカテゴリ化のた
めのアンケート用いた自己報告による測定の考えの基
本となっている．音楽聴取における自己報告で音楽と
連合した情動を記述または選択させる方法である．２
つののグループ分類は，Cooke と Kivy と Langer の理
論は音楽と情動の連合に対して，Meyer と Berlyne の
理論は期待による情動の説明である．音楽の形と情動
の連合は，音楽の普遍性を説明する事が可能である．
それに対して，期待による反応は個人の情動の説明が
可能である．音楽情動では普遍性と個人における特殊
性の両方が生じる．Kivy の情動的立場と認知的立場の
区別は，現在でも議論を呼んでいる．両者をサポート
する実験結果が報告されていて，どちらが正しいのか
は解決していない．Langer の述べている動的なパター
ンや期待の反応は音楽の時間的連続性を考慮したもの
だ．この考えは自己報告の連続測定手法に影響を与えて
いる．Meyer や Berlyne の述べた期待と適応の考えは，
Huronの ITPRA理論 [Huron, 2006]で拡張されている．
以上で概観している理論は，Juslin の BRECVEM 理論
[Juslin and Västfjäll, 2008, Juslin et al., 2010]で，おおよ
そ統合され受け継がれている．この BRECVEM理論は
柔軟なため，今後の音楽情動研究において利用されてい
くであろう．

4. 音楽情動

音楽は聴取者に対して生理的反応や心理的反応として
の情動的な影響を及ぼす．このような影響を本稿では音
楽情動と呼んでいる．しかし，音楽情動の考え方は研究
者によって様々である．音楽情動の考え方により音楽情
動の測定方法は変化するため，音楽情動をどのように考

えるかという問題は音楽情動を分析するための重要な
テーマである．本章の前半では音楽情動の考え方を，そ
して後半では音楽情動の測定法について概観する．

4.1. 音楽情動の考え方

Sloboda は 様 々 な 音 楽 情 動 の 考 え 方 を 包 含
するような情動の定義1を以下のように行った
[Sloboda and Juslin, 2010]．¶ ³
情動は，内部や外部の環境において重要でありそう
な事象 (主観的な脅威や機会) に対する，比較的短
時間の，激しく，変化が速い反応である．情動は,
ほぼ同時刻に起こる数々の構成要素（認知の変化,
主観的な感覚,表現的な振舞い，何らかの行動を起
こす傾向)を伴い，社会的な性質であることが多い．µ ´

私たちの行った文献調査のなかでも，この定義は最近
の情動研究における知見を取り入れた最も明確な定義
であり，今後の音楽情動研究のひとつのランドマーク
になると考えられる．この定義に包含される理論の中
には対立する理論も多い．１つ目は，音楽情動は心理学
で定義されている情動なのか気分なのか，という対立
である．２つ目は，情動の捉え方の手法で，分類的手法
[Ekman, 1992]と次元的手法 [Russell, 1980]である．こ
れらの手法は日常の情動の考え方であるが，音楽情動
においても利用されている．３つ目は，前にも詳述した
Kivy[Kivy, 1980]が述べた認知的立場と情動的立場の対
立である．この３つの対立について詳述する．

4.1.1. 情動と気分
人間の心の動きとらえる専門用語には混乱がある．こ
れらの用語は経験論が基本となっており研究者によって
定義が異なる．しかし，近年一般的になりつつある用語
についてはおおむね以下のようにまとめられる．
心の動きを感情 (affect) と表現する．感情は，情動

(emotion) と気分 (mood) に分類する事ができる．情動
とは，引き起こされた原因がはっきりしており，数分
から数時間続く比較的強い感情を指す．気分とは，原
因を明らかにする事が出来ない，長期間続く比較的
激しくない感情の事を指す．私たちは日常生活で両
方を感情として経験していることが報告されている
[Beedie et al., 2005]．音楽における感情は，音楽という

1 原文:
Emotions are relatively brief, intense, and rapidly changing re-
sponses to potentially important events (subjective challenges or
opportunities) in the external or internal environment, usually of a
social nature, which involve a number of subcomponents (cogni-
tive changes, subjective feelings, expressive behaviour, and action
tendencies) that are more or less‘synchronized’.
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対象があり聴取中の非常に強い経験である事から情動
である可能性が高いが，気分が生じているという分析結
果も報告されている [Västfjäll, 2002]ことから両方が生
じていると考えられる．しかし，音楽から人間への影響
に関する研究においては，情動と気分の区別はほとんど
されていない [Konečni et al., 2008]．音楽情動において
も，気分と情動の区別は重要な課題といえる．

4.1.2. 分類的アプローチと次元的アプローチ
一般的に，情動を科学的に分析するアプローチは二
通りある．第一の分類的アプローチは，情動が最小単
位のカテゴリーに分類できる，という考えに基づいた
アプローチである．この最小単位は基本情動と呼ばれ
ている．心理学者により定義される基本情動は異なる
が，ほとんどの基本情動の定義に喜び (Happiness)，怒
り (Anger)，悲しみ (Sadness)，怖れ (Fear)，嫌悪 (Dis-
gust) が含まれているため，この５つの要素を基本感
情として用いる事が多い．Scherer は，基本情動のカ
テゴリー数を固定せずに動的にカテゴリー数を変化
させるアプローチである要素仮定理論を提案している
[Scherer, 2001]．また，音楽を利用した基本情動の伝達
の実験を行った研究もあり，基本情動の中でも喜び，悲
しみは音楽で伝えやすいという事実が明らかとなってい
る [Terwogt and Grinsven, 1991]．
第二の次元的アプローチは，１つまたは複数の次元
の配置に基づいて情動を概念化する．次元の数は研究
によって様々である．例えば，1 次元の覚醒 (arousal)
のモデル [Duffy, 1941] や，３次元のヴェレンス (va-
lence) と活性度 (activation) と力量 (power) のモデル
[Osgood et al., 1957]がある．特に，Russellの 2次元の
ヴェレンス (快／不快)(valence)と覚醒 (arousal)モデル
[Russell, 1980]は多くの研究で利用されている．このア
プローチでは各次元を軸とした空間に情動が存在すると
考え，原点対象の情動が逆相関であると考える．次元的
アプローチのメリットは，対象の情動を次元空間に配置
する事により混合した情動を数値化する事が可能とな
る．そのため，音楽聴取時の連続情動測定に次元的アプ
ローチが用いられる事が多い．しかし，同じ領域に配置
される情動が意味的に異なっている (例えば，Russellの
アプローチにおいて怒りと恐れが同じ次元に存在する)
問題や，軸の対極が存在（例えば，アローザルの軸にお
いて覚醒の反対方向は鎮静でよいのか）や軸のラベルの
選択の妥当性（例えば，ラベルとしてのヴァレンスと覚
醒の妥当性）について疑問視されている．

4.1.3. 知覚，誘導
聴取者が音楽の表現している情動を知覚してい
るのか，音楽が聴取者の情動を誘導しているのか

については，Kivy が最初に認知的立場と情動的立
場として分類した概念である．現在，音楽情動の研
究分野の中では，情動的立場をサポートする結果
を出している研究 [Krumhansl, 1997, Rickard, 2004,
Gabrielsson, 2001] と認知的立場をサポートしている研
究 [Grewe et al., 2007, Konečni et al., 2008] の両方が報
告されている．Wager は fMRI や PET を用いた研究を
集めて分析した結果，別部位が活動している事を確認し
ている [Wager et al., 2008]ことから，音楽聴取では両方
が生じていると考えられる．この２つは異なった立場で
あり，本来は区別すべきであるが，情動の知覚と誘導を
区別していない研究も多い [Gabrielsson, 2002]．日常生
活においては，健康な人間が情動の知覚と誘導を区別す
ることは困難ではない．しかし，音楽情動については，
知覚と誘導を区別することは非常に難しい．他者を理解
する心の理論 [Premack and Woodruff, 1978]や，他者と
同じ経験をするミラーニューロン [Koelsch et al., 2006]
の働きが，音楽情動の知覚と誘導の問題を解決するため
の鍵となるであろう．

4.2. 測定法

以下では，情動の科学的な測定について概観す
る．Dennett によると，情動は現象的なレベル，機能
的なレベル，機械的なレベルから説明が可能である
[Dennett, 1987]．現象的なレベルの情動とは，自覚的で
主観的な情動のことである．機能的なレベルとは，情動
が生じた結果として表出される振舞いの事である．機
械的なレベルとは，神経細胞やホルモンなどの身体の
ハードウェアの活動である．Schere と Zentner は，こ
の考え方を基に音楽情動の構成要素を経験的情動 (自己
報告)，行動的情動 (表情や泣く)，自動的情動 (発汗や心
拍) に分類している [Scherer and Zentner, 2001]．経験
的情動は自覚的で主観的な情動であるから自己報告測
定で調べる事ができる．この方法は心理測定として古
くから用いられている．自動的情動と行動的情動は精
神生理活動の測定により調べる事ができる．また，自己
報告測定や精神生理測定には問題点があり，この問題点
を解決するための方法が提案されている．各レベルの
測定法は利点と欠点が含まれているため，なるべく多く
の測定法で測る事が望ましい [Coan and Allen, 2007]．
最近では音楽情動を複数のレベルで測定することが一
般的になってきた．自己報告測定，精神生理測定，その
他の測定に分類して詳述する．

4.2.1. 自己報告測定
音楽情動の自己報告測定は，音楽を聴取した被験者が
主観的に感じとった事象を報告する方法で実施する．
自己報告測定には，自由記述方式と選択方
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式がある．自由記述方式は，一般的には被験
者 が 言 語 を 用 い て 印 象 を 報 告 す る 方 法 を と
る が ，絵 画 を 描 く 事 に よ っ て 報 告 す る 方 法
[Bamberger, 1991, Smith et al., 1994, Gromko, 1994] や
楽譜に印象を直接書き込む方法 [Sloboda, 1991]がある．
また音楽聴取時に何かを意識したと自覚した瞬間にボタ
ンを押す方法もある [Waterman, 1996]．言語を用いる
測定には，被験者に自由に言語で回答させる方法もある
が，集計や解析などの分析仮定を考慮し，形容詞を用い
た情動用語で回答させる方法を用いる事が多い．絵画
を用いる測定は，被験者の自由度は高いが自由に描く絵
画は被験者個人個人によって多種多様であるため，デー
タの集計および解析は困難を極める．楽譜を用いた方
法は，音楽との時間的同期の点では非常に優れた方法で
あるが，被験者に読譜能力が求められるためあまり用い
られていない．また，ボタンを用いる方法は被験者の負
担を最小限に抑えることができる一方，データの情報量
は少ないのであまり用いられていない．選択方式は，与
えられたラベルから適合度の度合いを選択する方法で
ある．一般的にラベルは情動に関する用語を用いられ
る事が多いが，絵画を用いる事もある．被験者がラベル
を選択するだけの方法と，ラベルに尺度が設定されてお
り，その尺度から対象となるラベルの割合を選択する方
法がある．前者は分類的手法に対応しており後者は次
元的手法に対応している．前者に比べて後者の方が被
験者に対する負担が増すが，情報量は後者の方が多い．
音楽においては時間的要素が重要であるため，連続的
な測定方法も提案されている．初めて連続的な測定方法
が導入された頃は，ダイヤルやスライダーを用いた装置
により，音楽聴取時で生じた情動の動的な測定は１次元
に限定されていた [Geringer et al., 2004]．その後，Rus-
sellのモデルに基づいた 2次元の情動空間内で生じた情
動を動的に測定することができるソフトウェアが提案さ
れた [Schubert, 1996]．現在，この方法は一般的な測定
法となっており，多くの測定ソフトウェアが開発されて
いる [Cowie and Cornelius, 2003, Geringer et al., 2004,
Nagel et al., 2007, Schubert, 2007, Stevens et al., 2009]．
このような連続的な測定はどのようなラベルを軸とし
て用いるかが問題となる．現在，様々な研究で音楽情動
の連続測定を行っているが，軸のラベルは Russellのモ
デルに基づいてヴェレンスやアローザルを用いる事が
一般的である．しかし，音楽情動は日常の情動とは異な
るので，活動性や力量 [Osgood et al., 1957]，美的感覚
[Madsen, 1998]，緊張 [Krumhansl, 1997] を用いた測定
もある．連続的測定法は音楽の時間的要素を反映した
データを取得できるため有効な手段と考えられている．
しかし，被験者には瞬間的に情動を報告する事が求めら
れるため，大きな負担がかかる．さらに自己報告の次元
を増やせば負担はさらに大きくなる．

自己報告は他の測定法に比べると実施やデータの解
釈も容易である．そのため古くから多く利用されてい
る測定法である．しかし，自己報告測定には問題点もい
くつか指摘されている．１つ目は，情動を言語化するこ
とで生じる質問の妥当性と反応の正確性の問題である
[Västfjäll, 2002]．アンケート形式の自己報告測定の場
合，被験者に生じるであろうと考えることができる情動
をすべて用意しておく事は難しい．また，同じ情動用語
であっても個人間で情動の解釈が異なっている可能性も
ある．２つ目の問題点は，実験環境によるバイアス (例
えば，要求特性)が生じてしまうことである．この問題
は心理実験では昔からのテーマである．３つ目の問題点
は，聴取中の報告が被験者に大きな負担となってしまい
日常の聴取とは異なった聴取になってしまう事である．
近年，このような問題点を克服しようとする測定法が考
えだされている．それらについてはその他の測定で詳述
する．

4.2.2. 精神生理測定
精神生理測定は，表現的振舞いの測定と身体反応の測
定に分類することができる．表現的振舞いは人間の外的
な（明らかな）生理反応の測定であり，泣くなどの身体
表現や，表情，体の動きである．一方，身体反応の測定
は，内的な（隠れた）生理反応であり，心拍や血流や皮
膚伝導である．Hodgesは音楽における精神生理測定の
研究をまとめて分析をしている [Hodges, 2010]．音楽情
動の研究では心拍の測定が最も良く用いられている．最
近では唾液や尿に含まれる生化学物質の測定が活発であ
る．その他にも皮膚伝導，呼吸，血圧，体温，血中酸素
量などが測定されている．また，寒気 (Chill) や無意識
の体の動きも注目されている．
もう１つの身体反応の測定は脳のイメージングであ
る．この研究は脳の活動部位を視覚的に表現する方法
である．脳イメージングの方法はいくつかある．fMRI
(functional Magnetic Resonance Imaging) は脳の活動に
よって変化する酸化ヘモグロビン濃度の変化を測定
している．PET (Positron Emission Tomography) は, 放
射性物質を用いて，脳血流量の代謝の計測を行って
いる．EEG (electroencephalography) や MEG (Magne-
toencephalography)は神経細胞の活動による電圧の変化
と磁場の変化を測定している．fNIRS (functional near
infrared spectroscopy topography) は血中のヘモグロビ
ン濃度の変化を測定している．それぞれの測定法には利
点と欠点があり，その特性を測定の目的に沿って利用す
るために，慎重に装置の選択を行う必要がある．
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4.2.3. その他の測定
これまでに概観した音楽聴取の測定法を用いるとき，
いくつかの問題点が生じてくる．それぞれの問題点と問
題を克服するための実験方法について詳述する．
１つ目の問題は，実験室の中で実験を行う事が日常の
聴取と異なっていることである [Zentner et al., 2008]．
この問題を解決する測定法が Experience-sampling
method (ESM) である [Reis and Gable, 2000]．Sloboda
はこの ESMを音楽情動の測定実験にはじめて利用した
[Sloboda et al., 2001] が，最近ではこの手法は普及しつ
つある [Greasley and Lamont, 2006, Hektner et al., 2007,
Juslin et al., 2008]．ESM の手順を概観すると，被験者
は小型のコンピュータを常に携帯し，この小型のコン
ピュータは実験者が設定するインターバルで信号音を
発する．被験者はこの信号を聞いたときに一番近い過
去の音楽経験についてアンケートに回答する．この一
連の手続きによって日常での音楽聴取の測定が可能と
なる．
２つ目の問題は，実験設定によるバイアスである．例
えば，被験者が仮説を予測してしまいそれに基づいて行
動をしてしまう要求特性 (demanded characteristics) と
いうバイアスがある．このようなバイアスの問題を解決
するための方法が間接測定である [Västfjäll, 2010]．音
楽情動が生じた際に情報処理，表出，振舞い，戦略調節
などの反応が伴う．間接測定は，これらの音楽情動によ
る反応を測定することで，音楽情動を推定する事ができ
る．この方法は音楽情動の直接測定ではないので，実験
時のバイアスを防ぐ事ができる．しかし，音楽聴取のあ
とに生じた振舞いや情報処理が，音楽情動による反応で
はない可能性もある．つまり，測定した反応が音楽情動
による反応であるとは限らない．そのため，間接測定は
単独での利用はせずに他の測定法と併用する事が望ま
しい．

5. 心理測定による音楽情動の知見

音楽の情動判断のパターンを系統的に分類する研究は
Hevner がはじめに行った [Hevner, 1935]．系統的な研
究によって，バラバラであった研究から，知見を見いだす
事ができる．Juslinと Laukkaが 41の研究のメタ分析を
行っており，音楽演奏時の要素と情動との関係を見いだ
している [Juslin and Laukka, 2003]．この結果は情動的
発話の特徴とほぼ同じであった．また，Västfjällは 42の
音楽による気分誘導の研究の検討を行い，音楽が聴取者
に気分を生じさせる事がわかった [Västfjäll, 2002]．一
方，Gablielsonと Lindströmは音楽聴取時の情動と音楽
構造をまとめている [Gabrielsson and Lindström, 2010]．
Juslin と Timmers は音楽演奏時の情動と音楽構造の関

係をまとめている [Juslin and Timmers, 2010]．このよ
うな系統的な研究によって，音楽情動の知見がいくつか
見つけられてきた．中には矛盾点もあるがこの矛盾点が
どうして生じるのかは今後の研究の課題である．
音楽情動の心理測定実験によりいくつかの知見が見い
だされている．ここではそれらの知見の中から興味深い
知見を概観する．

5.1. 音楽情動の生得性と普遍性

音楽情動は生得的であるという知見がある．Adachi
らは，カナダ人の子供が歌の聴取から基本情動を見
つけられる事を報告している [Adachi et al., 2004]．こ
のような能力は４歳頃から発達すると言われている
[Dolgin and Adelson, 1990]が，9ヶ月の幼児も喜びと悲
しみを聞き分けたという報告もある [Flom et al., 2008]．
音楽情動は同じ文化であればトレーニングに依存しない
事もわかっている [Vieillard et al., 2008]．この能力は幼
い頃に聞き分けられるようになるように組み込まれてい
るようだ．そして，この能力は一生不変であることが分
かっている [Adachi and Trehub, 2000]．
また，音楽情動は異文化間において普遍的である
という知見がある．Balkwill と Thompson(1999) は
音楽情動のインドと西洋をまたいだ実験を行った
[Balkwill and Thompson, 1999]．その結果インド音楽の
旋律から西洋人が基本情動を感じ取る事を報告してい
る．また，Peretzは中国人が西洋の音楽を区別できた報
告をしている [Peretz, 2010]．あらゆる地域における普
遍性の結果は得られていないが，これらの結果から音楽
情動の普遍性が示唆される．

5.2. 音楽情動の要素の同期

情 動 の 要 素 が 同 期 す る と い う 知 見 が あ る
[Scherer, 2001]．情動の要素は自動的（発汗や心
拍），経験的 (主観的感情)，行動的 (表情などの振舞い)
である [Scherer and Zentner, 2001]．Lundqvistは，聴取
する音楽の情動表現が情動が「悲しい」より「楽しい」
方が，聴取者の笑顔，発汗，指の温度が低下が生じやす
いことを実験で確認している [Lundqvist et al., 2009]．
Grewe らは，聴取者が音楽聴取中に泣いたりやスリル
を感じたりする事を，経験的要素と行動的要素の同期か
ら音楽情動として説明をしている [Grewe et al., 2007]．
これらの実験から音楽情動は複数の要素の同期で生じ
ている事がわかってきた．しかし，これらがどのような
関係性で同期するのかはまだ良くわかっていない．今
後の課題として，この３つの要素の関係性を調べていく
必要がある．
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5.3. 状況やコンテクストが音楽情動に影響を与える

状況やコンテクストが音楽情動に影響を与えると
いう知見がある．ここで言う状況やコンテクストは
個人の背景，音楽聴取の状況やコンテクストを含む．
Sloboda は音楽で生じる情動は，聴取者のバックグラ
ウンド（例えば，音楽経験や職業）で変化することを
確認した [Sloboda and Lehmann, 2001]．また音楽と同
時に生じるコンテクスト [Thompson et al., 2005] や音
楽に先行するコンテクスト [Dibben, 2004] は音楽情動
に影響を与える事が，確認されている．これらの関係
はエントレインメント (同期) として注目されている
[Clayton et al., 2005]．

5.4. 聴取者の意志に音楽情動が依存している

音楽の使われ方について研究を概観する．DeNora
は，聴取者が音楽聴取を意識的に目的達成のために用い
ていることを確認した [DeNora, 2000]．Hays らは，音
楽は聴取者の価値のある経験を思い出す助けとして用
いられることを確認した [Hays and Minichiello, 2005]．
Slobodaは，聴取者は最近生じたストレスを解消するた
めに利用していることを確認している [Sloboda, 2005]．
このような結果を見てみると，私たちが意識的に何かの
目的のために音楽聴取を用いている事が分かる．また，
臨床的な気分誘導の研究で音楽から強い情動を得るため
には，聴取者の意志や決断が必要であるということが確
認されている [Västfjäll, 2002]．つまり，音楽聴取に集
中する事が音楽情動がより強くなる条件である．

5.5. 音楽は正の情動が有利

4.2.3 で詳述した ESM を用いた研究は近年活発であ
る．日常生活での音楽情動は負の情動 (negative emo-
tion)に比べて正の情動 (positive emotion)が有意である
報告がある [Hektner et al., 2007]．Juslin らの結果も正
の情動が半分以上占めており，負の情動はわずか 5%で
あった [Juslin et al., 2008]．この研究では日常の音楽情
動とそれ以外の情動を比較しており，音楽情動の方が正
の情動が多いという結果を得ている．また，Slobodaの
研究では音楽聴取中の情動の変化を調べており，音楽聴
取中の正の方向への情動の変化が 87%占めていた．
音楽情動のほとんどが正の情動を作り出したり，負の
情動から正の情動へ向かわせたりしている事がわかっ
た．この理由は，もしかしたら音楽家が意図的に正の情
動を音楽に組み込んでいるかもしれないが，よくわかっ
ていない．一方，音楽セラピーでは音楽が負の情動的記
憶をよく引き起こす事が報告されている [Thaut, 2007]．
しかし，引き起こされるのはあくまでも記憶であって情

動ではない．この事は記憶の想起という音楽情動の１つ
の特徴として検討すべき課題である．

6. 精神生理反応による音楽情動の知見

精神生理学と呼ばれる学問は，生理学と人間の振舞い
(問題解決，学習，情報処理，知覚など)の関係づけを目
的にしている．音楽活動も人間の振舞いとして見なさ
れるため，音楽と精神生理反応を関係づけするための研
究もされている．精神生理活動は情動の重要な構成要
素としてみなされているため，音楽情動を検討するには
これらの研究は無視出来ない．多くの生理測定方法が
音楽情動の研究に用いられている．これらの測定法は，
隠れた変化としての心拍や血流や脳活動の測定と，明ら
かな変化である身体表現や表情や体の動きに，分類でき
る．これらすべての反応は神経システムで生じている
[Larsen et al., 2008]ため，神経システムについて簡単に
詳述する．
神経システムは，中心システムである中枢神経系（脳，
脊髄で）と周辺システムである末梢神経系からなる．末
梢神経系は内臓の働きの調節と中枢神経への情報伝達を
行っており，自律神経系と体性神経系に分類できる．自
律神経系は交感神経系と副交感神経系に分ける事ができ
る．交感神経系は様々な刺激により身体を活性させる．
一方，副交感神経系は身体を落ち着かせるような働きを
する．体性神経系は感覚神経と運動神経を含み，意志に
基づく運動のコントロールを行っている．
本章では，はじめに音楽が耳から脳まで伝わる仕組み
の詳述をする．そして，音楽聴取において末梢神経で生
じている生理反応を調べた研究を概観し，中枢神経の脳
で生じている音楽情動の研究について概観する．

6.1. 音楽聴取の仕組み

音楽が人間のどのような器官を伝達して処理されて
いるかを詳述する．音楽は音として空気を振動させ，私
たちの耳の穴 (外耳) に入り鼓膜を振動させる．この振
動が鼓膜と直結している３つの耳小骨（ツチ骨，キヌタ
骨，アブミ骨）を通じて内耳にある蝸牛 (cochlea) に伝
えられる．蝸牛には約 20Hz から 20000Hz のそれぞれ
の振動に対して反応する多数の有毛細胞が存在する．こ
れらの有毛細胞は振動を電気信号に変換する．この電気
信号が蝸牛神経を通じて脳へ伝えられる．蝸牛神経は脳
幹の延髄にある蝸牛神経核に信号を送る．蝸牛神経核か
らの信号は，一部は同側の大部分は反対側の上オリーブ
核へ伝えられる．上オリーブ核では左右の耳から入って
きた音の情報が統合される．さらに上位の経路のさまざ
まな部位で左右の情報のやりとりが行われており，これ
らの情報をもとに空間的情報を得，音源の位置の知覚を
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行っている．上オリーブ核から橋を経由し中脳の下丘へ
情報が送られ，視床の内側膝状体に情報が伝達される．
その後，大脳皮質の側頭葉にある１次聴覚野で，音圧の
変化や周波数特性など音源の音響的特徴の処理が行われ
る．また２次聴覚野ではさらに複雑な音響パターンの認
識が行われている．さらに皮質の他の部位へ情報が送ら
れ，より高次な音楽の処理を行っている．

6.2. 音楽と生理活動

Hodgesは音楽における精神生理研究を系統的に分類
している [Hodges, 2010]．音楽における精神生理反応
の研究の結果は心拍，生化学，皮膚伝導，呼吸，血圧，
筋張力，末梢皮膚温度など様々な方法を用いてられて
いる．さらに，一般的には精神生理反応には含まれな
いが，寒気 (Chill) や体の動きについても調べられてい
る (例えば，[Guhn et al., 2007, Baumann et al., 2007])．
残念な事に多くの結果が矛盾している．この理由は，
音楽情動における生理反応を単変量のみに注目して
測定しているからだと考えられる．単変量の変化では
情動の区別は困難である．そこで，多変量アプローチ
によって情動パターンを抜きだすことができれば情動
の区別が可能になる [Nyklı́ček et al., 1997]．Krumhansl
は音楽情動を 11 種類の生理測定を用いて測定した
[Krumhansl, 1997]．この研究は初めての音楽情動にお
ける多変量手法としてランドマークとなっている．こ
こ 10 年では多変量アプローチは一般的になってい
る．例えば，Gomez と Danuser は音楽の構造的な特
徴と複数の精神生理測定の結果と音楽情動の関係を
探索している [Gomez and Danuser, 2007]．また，Guhn
らは寒気 (Chill) が同様な構造を持つ音楽で生じてい
ることを発見し，その音楽構造に対する心拍と皮膚
伝導のパターンの違いが一致している事を発見した
[Guhn et al., 2007]．Juslin と Laukka は生理活動だけ
でなく自己報告と振舞い (表情) を導入する事により
情動の種類を推論できる事ができると報告している
[Juslin and Laukka, 2004]．Khalfa らは顔用 EMG と血
圧と皮膚伝導で喜びと悲しみの音楽の判断ができる事を
報告している [Khalfa et al., 2008]．生理反応１つを取り
出しても音楽情動を測定する事ができないが，このよう
に多変量アプローチによって音楽情動を推定できる事が
わかってきた．

6.3. 音楽と脳活動

音楽情動と脳の経路の関係性を調べる研究には損傷研
究と神経イメージング研究がある．損傷研究は，脳に損
傷を受けた患者の症状のケーススタディであり，損傷に
よる能力の低下や欠損の事例によって脳機能の局在性の

仮説を立てる研究である．神経イメージング研究は，装
置を用いて脳の活動をイメージ化して測定を行い分析を
行う研究である．両方の研究は相互に関連しており脳の
機能の局在性やルートをさぐる研究には重要である．本
説では両方の研究を例に挙げ，現在までにわかってきた
音楽における情動の脳の経路について解説をする．

6.3.1. 音楽における情動経路と情報処理経路
脳の損傷研究において，音楽情報処理と音楽情動の処
理をしている脳内の２つの経路における仮説をたてら
れる事例が報告されている．それらの事例について概観
する．脳血管のアクシデントによって音楽的技術を保
持しながら音楽への興味が失われた音楽家について報
告されている [Griffiths et al., 2004, Mazzoni et al., 1993,
Mazzuchi et al., 1982]．また，音楽サヴァンと呼ばれる
自閉症の人々は，日常の情動過程はうまく機能しな
いが優れた音楽技術を持っている [Mottron et al., 1999,
Sloboda, 1985]．特定の部位のダメージによる音楽情動
の喪失の事例も報告されている．例えば，扁桃体にダ
メージを負うと恐ろしい音楽と悲しい音楽の認識ができ
なくなった [Gosselin et al., 2007, Gosselin et al., 2005]．
また，海馬傍回のダメージを負うと，不協和と協和の音
の好みがかわった [Gosselin et al., 2006]．この二つの事
例における両方の患者は音楽選択のための知覚処理能
力は健在であった．これらの事例から，音楽情報処理と
音楽情動処理の経路が独立して存在するという仮説が
立てられる．さらに聴覚野がある両側の脳にダメージを
負った IRと CNという非常に類似した患者の事例があ
る [Peretz et al., 1997, Peretz, 1996]．二人とも日常生活
で用いる言語能力，知覚能力，記憶能力については正常
であったが，慣れ親しんだメロディを識別が出来なかっ
た．しかしながら，音楽における情動は知覚する事がで
き，情動判断による分類は可能であった．これらの事例
から音楽情報処理と，音楽情動処理の２つの経路が独立
である可能性は大きい．
音楽における情動的経路に着目してどのような経路が
存在するのか詳述する．

6.3.2. 皮質下の音楽における情動経路
脳の中で，扁縁系や基底核といった皮質下は古く
から進化した部位である．皮質下では，生物学的に
みても個体の生存に関わる重要な役割をしており，
生じる情動は処理の早い基本的なものである．音
楽情動が皮質下で生じている結果が報告されてい
る．音楽聴取中に寒気 (Chill) を感じると皮質下の
脳血流に変化があり，それは大脳基底核内の側坐核
を含む腹側線条体の活性の増加と扁桃体の活性の減
少であった [Blood and Zatorre, 2001]．また，快の音
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楽を聴いた非音楽家（特別に音楽の教育を受けてい
ない人）は側坐核が活性化した (有名ではない曲：
[Brown et al., 2004, Koelsch et al., 2006]，有名な曲：
[Menon and Levitin, 2005, Mitterschiffthaler et al., 2007])．
側坐核は報酬系として働く部位であることが知られ
ている [Knuston and Cooper, 2005] ため，これらの場
合音楽が報酬として働いていると見なす事ができる．
逆に，音楽が負の報酬として働いている結果も報告
されている．恐ろしい曲の聴取中に，負の報酬とし
て強化される扁桃体が活動している事が確認された
[Gosselin et al., 2005]．このように音楽情動に対して活
動する皮質下と皮質の関係についても報告されている．
それは皮質下の側坐核と皮質の島や眼窩前頭皮質との
機能的なつながりである [Menon and Levitin, 2005]．こ
の関係は食べ物やドラッグを接種したとき本能的な感
情を仲介する皮質を呼び出している事が知られており，
音楽も同様な理由でこの系を仲介されていると考えら
れる [Johnson, 2005]．
皮質下は皮質に対して３種類の情動を送っていると考
えられている [Peretz, 2010]．これら３つの情動につい
て概観する．１つ目は驚愕反射である．これはうるさい
音に対する自動的な防衛反射のことで，脳幹レベルでコ
ントロールされている [Yeomans and Frankland, 1995]．
また，このような嫌悪の刺激は扁桃体でも処理がされて
いる [Grillon, 2003]．この驚愕反射は快の刺激によって
弱まる [Roy et al., 2009]．２つ目は不協和音の知覚であ
る．不協和音は半音または全音はなれた音で構成され
る和音のことであり，周波数の近い 2音が干渉し合って
生じるうなりにより，不協和感を引き起こすと考えられ
ている．不協和音は皮質に到達する前に知覚されてい
る．新生児でもこの知覚は行う事ができ，不協和和音よ
り協和和音を好む [Trainor and Heinmiller, 1998]．さら
に，新生児は音楽パッセージより協和和音を好む事も確
認されている [Masataka, 2006]．これらの報告から，協
和音の識別能力と協和音を好む事は生得的の可能性が大
きい．機能部位を確認するイメージング研究では，不協
和音で右の海馬傍回が活動 [Blood et al., 1999]と扁桃体
が活動 [Ball et al., 2007, Koelsch et al., 2006] する事が
確認されている．一方，損傷研究では海馬傍皮質の右ま
たは左の切除によって不協和音に対して異常な反応を示
し，これは扁桃体単独のダメージと異なった症状であっ
た [Gosselin et al., 2007, Gosselin et al., 2006]．つまり，
不協和音に対しては扁桃体より海馬某皮質が重要と考
えられている．これは先ほど詳述した IRの損傷箇所と
一致する [Peretz et al., 1998]．IR は不協和音に聴覚障
害があった事から，不協和音の知覚は皮質を経由してい
ない可能性がある．３つ目は恐怖の知覚である．よくホ
ラー映画に用いられる聴覚的不確かさは扁桃体を活動さ
せる [Herry et al., 2007, Koelsch et al., 2008]．損傷研究

において，内側側頭葉の損傷により右の扁桃体を損傷し
た患者が音楽からの危険信号の知覚が無くなった報告が
ある [Gosselin et al., 2005]．一方，両側の扁桃体を損傷
した SMという患者は，「恐ろしい」と「悲しい」の音
楽情動を評価できなかったが，喜びの音楽に対しては正
常であった．恐怖の情動を伝える音楽の聴取には扁桃体
の活動が重要であることが考えられている．

6.3.3. 皮質での音楽における情動経路
皮質の情動処理においては，２つの説がある．右半球
優位仮説 (the right hemisphere hypothesis)と感情価特異
仮説 (the valence hypothesis)である．右半球優位仮説は
ノンバーバルな感情や情動は右半球で活動していると
いう仮説である [Bowers et al., 1993]．一方，感情価特
異仮説は右が負の感情，左が正の感情に特化していると
いう仮説である [Davidson, 1992]．これらの仮説に対し
て Gagnonが EEGを用いて左右の耳で快と不快の音楽
を聞き比べる実験を行った [Gagnon and Peretz, 2000]．
その結果，感情価特異説をサポートする結果を得てい
る．左右の耳で正と負の情動の音楽の分類を行った実
験では，右耳のほうが情動知覚が優位である結果がでて
いる [Bryden et al., 1982]．音楽的要素のピッチについ
て調べた研究でも，右半球を使っている結果が出てい
る [Peretz and Zatorre, 2005]．実験結果は右半球優位仮
説のサポートが多い．
音楽情動で注目されている皮質の部位は眼窩前
頭皮質と腹内側前頭前皮質である．眼窩前頭皮
質は扁桃体と頑健な相互関係を持っているため
音楽において活動する事は容易に予想され，眼
窩前頭皮質が音楽における情動と関係した報告
は 多 い [Blood and Zatorre, 2001, Blood et al., 1999,
Kalfa et al., 2005]．また，側頭葉の上部と前帯状皮質
（腹内側前頭前皮質）と音楽における情動の関係の報
告もある [Blood and Zatorre, 2001, Blood et al., 1999,
Mitterschiffthaler et al., 2007, Green et al., 2008]．しか
し，これらの領域は音楽と情動の関係についての結果
とは言い切れない．例えば Mitterschiffthaler らの研究
では Verdi の椿姫や Albinoni のアダージョを聞かせた
結果であり，様々な音楽的要素が複雑に絡み合ってい
る．つまり，聴取者は単純に音楽だけに反応したので
はない可能性が大きい．複雑に絡み合った音楽的要素
を人間は様々な経路を通して知覚している．しかし脳
は幅広い様々な分散型ニューラルネットワークを利用
しているため，単純な経路で引き起こされているとは
考えにくい [Peretz and Zatorre, 2005]．最近では，音
楽における情動反応は単一の情動システムで生じてい
るのではなく，分散システムで引き起こされている
[Peretz, 2008] という考えが一般的になりつつある．こ
れは，Juslinと Västfjällが提案している BRECVEM理

– 13–



先端芸術音楽創作学会会報 Vol.2 No.2 pp.1–22

論 [Juslin et al., 2010]と同じ考え方である．

7. 今後の音楽情動の研究

本稿では音楽情動における知見やモデルを概観して
きた．数多くの知見や理論が存在しバックグランドも
様々である．統一的な結論に達しそうな分野もあれば
まだ矛盾を多く含んだ分野もある．どの分野において
も，結果として得られているものは興味深く重要なもの
が多い．そのため，今後の音楽情動の研究を進めるため
には，様々な分野間との連携が必要となる．そのために
は，まず多岐にわたる分野の知見を統合できるような方
法論が必要となる．3 章の後半で概観した ITPRA 理論
や BRECVEM理論は統合に役に立つ．
近年，音楽が個人に与える影響だけでなく，音楽が引
き起こす社会的な影響も注目を集めている．音楽は人間
に影響を与え結果として人間社会にも影響を与える．そ
のため，音楽情動研究では音楽が与える影響は個人に与
える影響と社会に与える影響の両方を考えなくてはなら
ない．まず個人と音楽について議論する．そして社会と
音楽についての議論を行ったあとでまとめる．

7.1. 個人の音楽情動

個人レベルに注目すると，音楽情動は意識的と無意識
的な要素に分類する事ができる．意識的な音楽情動の測
定は初期の研究から行われている自己報告が最も有効で
ある．この手法は言語ラベルで行う方法が主流である．
さらに，ほとんどの音楽には言語でのタイトルや歌詞が
付随されており，言語は音楽情報の一部分になってい
る．しかし，音楽情動を言語ラベルに置き換えることに
は限界がある．このように考えると言語ではなく，他の
要素 (例えば，視覚，聴覚，感覚)での自己報告データの
取得が必要である．現在，私たちの研究チームでは，言
語だけに依存しない，動的な測定方法のソフトウェアの
開発に取り組んでいる．
次に無意識的，つまり意識に上らない音楽情動につい
て考察する．意識に上らない音楽情動の測定は精神生理
測定（脳活動，心拍，発汗の測定）が主流だ．精神生理
測定は複数のチャンネルを利用した測定が主流になりつ
つ有るが，なかなか結果は一貫したものは得られていな
い．私たちは音楽聴取における環境（コンテクストや状
況）が異なるからだと考えている．また，意識に上らな
い情動であるため，反応結果が音楽による影響か他の要
素による影響か区別する事が困難である．そのため，音
楽情動の精神生理測定は，多変数によるチャンネルでの
測定で実施しなくてはならない．そして，意識的な測定
との擦り合わせも必要である．現在，私たちは多変量生
理測定と自己報告による測定の同期についての研究も進

めている．

7.2. 社会の音楽情動

最近の技術発達による音楽聴取事情の変化によって，
聴取者は音楽に関わる人間（作曲者や演奏者）を意識し
ないで音楽聴取に没頭できるようになった．このように
個人的な環境の中で音楽を聴いていると，音楽が私たち
の心を動かす非常に強い力を自然と持っているように感
じられる．しかし元来，音楽は自然界に存在するもので
はなく，人間が音を組み合わせて作られたものであり，
その音楽ができる過程においては他者の介在が必須で
ある．音楽はもともと共同体で生み出され利用されてい
た．そして，近代社会における芸術音楽においても，作
曲家や演奏家などの音楽家が意図的に音を配置し作り上
げたものを聴取者が利用している．さらに，現代でもラ
イブやダンスなど，音楽を複数の人間で一緒に楽しむこ
とが社会的に広く受け入れられている．このように，本
来，音楽には人と人がつながるプロセスが存在するもの
である．このような音楽の本来の姿を考えると，音楽が
私たちの心を動かす事ができる強い力を自然と持ってい
るから私たちは音楽を好きなのである，という考え自体
が間違っているのかもしれない．むしろ，私たちの心を
強く動かすようなコミュニケーションの方法として音楽
が発展してきたから，音楽はみんなで楽しめるものなの
だ，いう論法の方が正しい可能性がある．（この「進化
と人の好み」の論法に関しては，Dennettが超正常刺激
のコンセプトに基づいて，より一般的な議論をしている
ので参考にされたい2．）音楽情動の研究をより深く掘り
下げていくためには音楽の本来の姿，つまり個人と音楽
の関係だけでなく聴取者，作曲者，演奏者などを含めた
複数の人間のなかでの音楽の社会的な有り様を考えなく
てはいけない．そして，複数の人間の間で音楽がどのよ
うに使われており，どのような相互影響をもたらしてい
るのか測定していかなくてはならない．
また，音楽美の価値観と社会の関係も無視出来ない．
美的な基準と価値は，社会的な価値観や文化や時代と
ともに変化する．そのため Juslin らは，美については
社会的要素を考慮しなくてはならないと述べており
[Juslin et al., 2010]．このように，音楽情動を考える際
には複数の人間で構成されている社会について考えなく
てはいけない．

7.3. まとめ

音楽情動の研究において様々な分野を統合するような
研究の枠組みが必要とされている．それは，これまでの

2 http://www.ted.com/talks/lang/jpn/dan dennett cute sexy sweet
funny.html
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ような音楽と個人に与える影響の研究をさらに進めるだ
けでなく，音楽と社会の関係も考慮できるような大きな
枠組みであろう．もちろん，その枠組みには既存の研究
で得られた結果も包含されなくてはならないが，これか
らの新しい音楽に対応できるような枠組みである事も望
まれる．このような枠組みの実現は，音楽情動が解明さ
れるための大きなステップであり，音楽情動の個人への
影響だけでなく社会への影響を理解する事で社会におけ
る音楽の有効利用のあり方を明らかにする事が可能にな
るだろう．
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